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実践報告

自閉症 ス ペ ク トラ ム 障害の ある幼児に対する機能 的ア セ ス メ ン トに基づ い た

　　　　　　　　　　ソ ー シャ ル ス キル トレ ー
ニ ン グの効果

半田　健
＊ ・平嶋　み ち る

＊   野 呂　文行
＊ ＊ ＊

　本研究で は 、 自閉症 ス ペ ク．トラ ム 障害 のあ る幼児 を対象 に 、 機能的ア セ ス メ ン ト

に基づ い たソ
ーシ ャ ル ス キル トレ

ーニ ン グを実施 し、 その 効果 を検討 した 。 機能 的

ア セ ス メ ン トの結果、 標的行動 とな っ た ソ ーシ ャ ル ス キ ル は 、 物の 貸し借 りス キ ル で

あ っ た 。 ソ ーシ ャ ル ス キ ル トレーニ ン グは 、 各ソ
ー

シ ャ ル ス キル に よ っ て 4 〜 5 回実

施された 。 ソ
ーシ ャ ル ス キ ル トレ

ーニ ン グは、（a）ソ ーシ ャ ル ス キル の ビデ オモ デ リ

ン グ と、（b）工作活動で の ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 行動 リハ
ーサル お よび フ ィ

ー ドバ ッ ク、

（c）保護者へ の ホ
ーム ワ

ー
クか ら構成 された 。 ソ ーシ ャ ル ス キ ル トレ ーニ ン グの 効果

は、工作 活動 の 行動観察 と、保護者に よる社会 的妥当性か ら評価 され た 。 そ の 結果 、

標的とな っ たソ
ーシ ャ ル ス キ ル は、ソ

ーシ ャ ル ス キ ル ト レ ーニ ン グ期間中に増加 し、

そ の 効果 は 3カ 月後も維持 して い た 。また、保護者 に よ る社会的妥当性 も高い 評価 を

示した。

キー ・
ワ
ー ド ソ ーシ ャ ルス キ ル トレ ーニ ン グ

トラ ム 障害　ビデオ モ デ リ ン グ

機能的アセ ス メ ン ト　 自閉症ス ペ ク

1．問題 と目的

　自閉症ス ペ ク トラ ム 障害 （Autism　Spectrum

Disorder ；以下 ，
　 ASD とする）の ある子 どもは 、

独特な行動パ タ ーン を示すこ とが多 く、社会的

相互 作用や コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ス キ ル 等に 関し

て幅広 い 問題がある （lngrarn，2006）。 彼ら の 行

動問題は、対人 関係を通 して 明確 になる こ とが

多 く、 その 発生 要因の 1つ として ソ
ーシ ャ ル ス

キ ル の 関与 が 指摘 され て い る （佐藤 ・金 山，

2001）。 ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を高め る ため の 訓練

技 法 と して 、 ソ ーシ ャ ル ス キ ル トレ
ー

ニ ン グ

（Social　Skills　Training；以下，　SST とす る）が ある 。

こ れ まで、ASD の ある子 ど もを対象と した SST

　
＊
筑波大学大学 院 人 問総 合科学 研 究科

料

鹿島特別支援学校
＊ ＊ ’

筑波大学人間系

は 、 欧米を中心 に臨床 的研究が積み重ね られ て

い るが 、訓 練効果の 低さが レ ビ ュ
ー研究か ら明

らか に され て い る （Bellini，　Peters，　Benner ，＆

Hope
，
2007 ；Gresham ，

　Cook ，　Crews ，＆ Kern ，

2004 ；Quinn，　Kavale，　Mathur ，
　Rutherford

，
＆

Fomess，1999；Rao，　Beidel，＆ Murray，　2008）。

　Gresham
，
　Sugai，　and 　Homer （2001） は 、 機能

的 ア セ ス メ ン トに よ っ て対象児の 行動問題の 機

能 を同定 し、行動問題の 機能 と等価で ある ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を SST に よ っ て獲得させ る こ と

で 、 高い 訓練効果が期待で きる と指摘 して い る 。

機能的ア セ ス メ ン トとは 、 行動問題 を引 き起 こ

し、維持する環境事象に関する情 報 を収集 し、

行動問題の 機能を特定す る ア セ ス メ ン ト方法で

ある （Crone ＆ Homer ，2003）。具体的に は、関

係者 に対す る 「イン タ ビ ュ
ー
」、行動観察に基

づ く 「記述的分析 」、 関連す る変数 を系統 的に
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操作 す る 「実験 的分析」に よ っ て 構成 され る

（DuPaul ，
　Eckert

，
＆ M 。Goey， 1997）。 し か し 、

機能的ア セ ス メ ン トは 、行動問題 の 低減の ため

に使用 された研 究は多数み られ るが、SST に使

用 した研 究 は ほ とん どみ あた らな い （Frea ＆

Hughes
，
1997）。 野呂 （2006）は、機 能的ア セ ス

メ ン トを用い た研究の 半数が 、 行動 問題の機能

と等価な代替行動 に ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル や コ ミュ

ニ ケー一シ ョ ン ス キル を用 い て い る ため 、 その 知

見は SST に お い て も応用可能で ある と指摘 して

い る 。 そ こ で、本研究で は 、ASD の ある幼児 1

名を対象に、機能的ア セ ス メ ン トを実施 し、 行

動問題の 機能 と等価 なソ ーシ ャ ル ス キル を標的

行動 と した SST を実施す る 。 そ して 、　 SST の 訓

練効果 を検討する こ とを目的 とする ，

　 とこ ろで、ビデ オ モ デ リ ン グ は、対象児 ・者

に対 し、望 ましい 行動 を遂行 して い る ビデ オ を

観察させ る こ と で 、 行動の モ デ リン グを促す技

法で ある （Bellini＆ Akullian，　2007）。 松岡（2009）

は 、 発達障害のあ る中学生 2名 を対象に、製作

や調理等の 場面 にお ける他者の 行動遂行を喚起

す る ス キル を、ビデ オ モ デ リ ン グ を用 い て 訓練

して い る 。 ビデ オ モ デ リ ン グ の 手続きは 、 トレー

ナ
ー

が ス キ ル を遂行 して い る ビ デ オ を対象児 に

観察 して もらい 、 実際場面で の 対象児 の正反応

に対 して トレ ー
ナ

ー
が 「そ うだ ね 。 そう言 っ て

あげる とい い ね」の よ うな賞賛等の 強化子 （以

下 ， 社会的強化子 とする）を与えて い る 。 松岡

（2009）の 研究で は、対象児が 、言語指示 に注

意 を向ける こ とに困難 さを示 して い た こ とか

ら、 映像 を用 い る ビデ オ モ デ リ ン グ を使用 して

い る 。 本研究の 対象児にお い て も、発達検査 や

指示従事に関す る行動観察か ら、言語指示だ け

で は指示の理解や従事に困難さ を有する と考え

られ た 。 そ こで 、 本研究は 、 ビデオを観察する

こ とに よ っ て ソーシ ャ ル ス キル の モ デ リ ン グを

促す ビデ オモ デ リ ン グを、SST に用 い る こ とと

した 。

皿．方法

　 1．研 究期間

　 研 究 期 間 は 、 X 年 7 月か らX ＋ 1年 2 月ま で

で あ っ た 。

　 2．対象児

　 対象児 （以 下 ，A 児 とする）は 、4 歳 6 カ月

の 女児 1名で あ り、3 歳時 に医療機 関で 広汎性

発 達障害 の 診 断を受 けて い た 。 4 歳 5カ 月時 に

医療機関で行 っ た新版 K 式発達検査の 結果 は 、

発達指数 （DQ ）：71、 認知 ・適応 （GA ）：71、

言語 ・社会 （L −S）：67で あ り、A 児は言語よ り

も視覚的 に示 したほ うが理解 しやすい 傾 向に あ

る と指摘 され て い た 。 服薬は、リ ス パ ダ
ー

ル と

デ パ ケ ン シ ロ ッ プを 1 日 2 回、レキ ソ タ ン とベ

ン ザ リ ン
、

ロ ゼ レ ム を 1 日 1 回服薬 して い た 。

幼稚 園や保育園には、就園 して い なか っ た。

　 3．研究参加者

　 トレ ー
ナ
ー

は、第 1筆者であ り、博士課程に

在籍する 大学院生 1名で あ っ た 。 ピア トレー

ナ
ー

は、第 2 筆者で あ り、学部 3 年生 1名で あ っ

た 。 なお 、 研究 を通 し て 、 応用行動分析学 を専

門 とする 大学教 員で あ る 第 3 筆者 が 、 第 1 、 2

筆者の ス ーパ ーバ イズ を行 っ た 。

　 4．研 究の経緯および倫理的配慮

　研究の 経緯は、A 児の 保護者が 、　 A 児が 同年

代 の 子 ど もと トラブ ル になる こ とが多 い と、 当

時通 院 し て い た小児科 の 医 師に 相談 した と こ

ろ 、 行動療法 を受ける ように勧 め られた 。 そ こ

で 、 保 護者 が 、 B 大学相 談施設 を調 べ 、来談す

る こ ととな っ た 。 倫理的配慮 に つ い て は、トレ
ー

ナ
ー

が保護者に対し、本研究の 目的 と、個人情

報の 保護に関す る配慮、学会や論文で 発表する

こ と に関す る説明を 口頭 で 行 っ た 。 また 、 た と

え研究へ の 参加に 同意 した と し て も、研究の 途

中で 参加 を中断する こ とがで きる こ と と、 中断

して もA 児や保護者が不利益 を被る こ とは ない

こ とを説明 した 。 こ れ らの 説明を行 っ た うえで、

保護者か ら口頭 で研究へ の 参加に対する同意 を

得た 。

　 5 ．機能的ア セ ス メ ン ト

　（1）イ ン タ ビ ュ
ー ： トレ ー

ナ
ーが 、 保護者に
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ー

シ ャ ル ス キ ル トレーニ ン グの 効果

対 し、 イン タ ビ ュ
ーを実施 した 。 イン タビ ュ

ー

で は、行動問題 は何 か、行動問題が 生起す る時

間帯、行動問題 の 先行事象 と結果事象 を中心 に

聞 き取 りを行 っ た 。 その 結果 、 保護者か ら、 A

児が 同年代の 子 どもと トラ ブ ル にな る場面 とし

て 、 お もち ゃ や道具を貸 し借 りする場面が 挙げ

られた 。
こ の こ とか ら、A 児の 同年代 の 子 ども

と の トラブ ル の 原因に、お もち ゃ や道具等の 物

を貸 し借 りす る ソ ーシ ャ ル ス キ ル （以下 ， 物の

貸 し借 りス キ ル とす る）が関係 して い る可 能性

が 考え られ た 。

　 （2）記述 的分析 ： イ ン タビ ュ
ー

で得 られた結

果を基 に して 、 A 児 の 物の 貸 し借 りス キ ル を分

析す るため に、トレー
ナ

ーは 、 A 児 とピ ア ト レ
ー

ナ
ー

が 工作活動を行 う場面を設定して行動観察

を行 っ た 。 工作活動は、 トレ
ー

ナ
ーが A 児 とピ

ア トレ ー
ナ

ー
に対 して 工 作手順の 指示 を行 い 、

A 児と ピア トレ
ー

ナ
ーがはや みやの り等の 道具

を貸 し借 りしなが ら 工 作を行 うと い う活動で

あっ た。道具 は、貸 し借 りする機会 を多 く設定

す るた め に、2 人 に 1 つ 用 意 した 。 さらに 、 得

られた観察 データに つ い て、ABC （antecedent −

behavior−consequence ；先行事象
一
行動

一
結果事

象）に基づ く記述的分析 を行 っ た 。

　（3）行動問題の 機能に 関す る仮説 と介入方針 ：

保護者 へ の イン タ ビ ュ
ーと、記述的分析の結果

よ り、 A 児の 行動問題 は 、 以下の 2 つ の 随伴性

に よ り制御 され て い る と い う仮 説 を 立 て た

（Fig．1）。 随伴性  で は、　 A 児は、他 者が使 っ

て い る道具 に対 し、 何 も言 わずに力ず くで 奪 う

ことで、道具を手 に入れて い た 。 随伴性  で は、

A 児 は、A 児が 使 っ て い る道具 に対 して他 者が

「貸 して 」 と言 っ た場合、「ダ メ、ダ メ、ダメ 」

と執拗に声 を荒 げて言 い 続 ける こ とで 、A 児が

道具 を使い 終えるの を待 たせ て い た 。 これ らの

こ とか ら、随伴性 
・
  の 行動問題 と等価 な機

能 を有す る ソ
ーシ ャ ル ス キ ル をA 児に獲得 させ

る こ とで 、 日常生活で の 同年代 の 子 ど もとの ト

ラ ブ ル が 軽減さ れ る と考えた 。 随伴性   ・  の

行動問題 と等価 な機能 を有する標的行動 と し

て、随伴性  に は 「貸 して 」 と言うス キ ル （以

下，貸し て ス キ ル とす る） を、随伴性  に は 「も

う少 し待 っ て」と言 うス キ ル （以下， もう少 し

待 っ て ス キ ル とする）を選定 した （Fig．1）。 貸

して ス キ ル の 定義は、他者が使 っ て い る物に対

し、 A 児が貸 して ほ しい 際 に 「貸 して 」と言 う

随伴性  （貸して スキル ）

（先行 事 象 ）

他者 が 道具を

使っ て い る ／
（行 動 問 題 ）

カずくで 奪う ＼

＼ （ソ
ーシャ ル ス キ ル ）

　 　 　 　 　 「貸して 」と言う
／

（結果事象）

A 児 は 道具 を

手に 入 れ る

随伴性  （もう少し待っ て スキル ）

（先 行 事象）

A児が使っ て

い る道具を

他者から

「貸 して 」と

言われ る

／

＼

　 （行 動 問題 ）

「ダメダメダメ」と

執拗 に声を荒げる

（ソ
ーシャル ス キル ）

「もう少し待っ て 」と

　 　 言う

＼

／

（結果事象）

他者 はA児が

道具を使 い 終

えるまで 待つ

Fig．1 行動問題 の 機能仮説と ソ
ーシ ャ ル ス キ ル
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ス キル であ っ た 。 もう少 し待 っ て ス キ ル の 定義

は、A 児が 使 っ て い る物に対 し、他者か ら 「貸

して 」 と言わ れた際 に、A 児が物を まだ使 っ て

い れば 「もう少 し待 っ て 」と言 うス キル で あ っ

た 。

　 また、工 作活動に お い て 、A 児は、言語指示

だけで は指示従事する こ とが 難 しい が 、モ デ ル

や絵 カ ー ドとい っ た視覚教材を用 い て 指示 され

る こ とで指示従事で きる こ とが観察 された 。 こ

の 行動観察結果 と 、 2．対象児で 先述の 発達検査

の 結果か ら、 視覚教材を用 い る こ と で 、 A 児 の

ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 獲得が促進 される と考え ら

れ た。そ の ため、 ビデ オ 観察に よ っ て ソ ーシ ャ

ル ス キ ル の モ デ リ ン グを促すビデ オ モ デ リ ン グ

を 、 SST に用 い る こ ととした 。

　 6．セ ッ テ ィ ン グ

　 SST は 、 ト レ ー
ナ

ー
が 先生 役 と して 参加 し 、

ピ ア トレ ー
ナ

ー
が A 児の 仲 間役 と して 参加 し

た。SST は、　 B 大学相談施設 の プ レイ ル
ーム で 、

隔週 30分で 実施 された 。 プ レ イ ル ーム で は、A

児 とピア トレー
ナ

ー
が トレーナーと向かい 合 う

ように机 とイ ス を配置 した 。 保 護者 は、A 児 の

注意が逸れ ない よ うに 、 プレ イ ル ーム 後方の A

児の 視野に 入 らない 位置で SST の 様子 を観察 し

た 。

　 7．SST

　（1）訓練要素 ：SST は、 コ ーチ ン グ法 （Oden，

＆ Asher
，
　1977）に基づ く訓練要素 を有 してお り、

  ソ ーシ ャ ル ス キル の ビ デ オ モ デ リ ン グ、 

ソ
ーシ ャ ル ス キル の ロ

ー
ル プ レ イ 、  工 作活動

で の ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 行動 リハ
ー

サ ル お よび

フ ィ
ー ドバ ッ ク 、   日常生活で の ソ

ー
シ ャ ル ス

キル の 自発的な遂行の 奨励、の 要素か ら構 成 さ

れた 。 さ らに 、 日常生活で の A 児の SSTで 学ん

だソ
ー

シ ャ ル ス キ ル 遂行に 対する 強化随伴性を

整備する ため に、保護者に対 して ホ
ーム ワ

ー
ク

を実施 した 。 ホ
ーム ワ

ー
ク で は 、 日常生 活 で A

児が SST で学ん だ ソ ーシ ャ ル ス キル を遂行 した

場合 、保護者が社会的強化子 を与 える よ うに依

頼 した。また、ソ ーシ ャ ル ス キ ル を遂行すべ き

場面で 遂行 しない 場 合は、「物 を借 りたい 時 は

なん て 言 えば い い の ？」等 の プロ ン プ トを与え、

ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を遂行で きれ ば社会的強化子

を与 える よ うに依頼 した。

　 （2）ビデ オ の 概要 ： ビデオ は 、  貸 して ス キ

ル と、  もう少 し待 っ て ス キル の 2 つ の ビデ オ

を準備 した （Fig．2）。 ビデ オ の 演者は、 トレー

ナ
ーとピア トレー

ナ
ー

であ っ た 。 ど の ビ デ オも、

時間 は 15秒程度で あ っ た 。   貸 して ス キル の

ビデ オ の ス ト
ー

リーは 、 トレ ー
ナ

ーが 「は さみ

を使い た い 」 とつ ぶ や い て、ピ ア トレ
ー

ナーに

「貸 して」 と言 い 、 ピ ア トレ
ー

ナ
ー

には さみを

貸し て も らえ る と い うス トー
リ
ーで あ っ た 。  

もう少 し待 っ て ス キ ル の ビデ オ の ス ト
ー

リー

は 、 トレー
ナ
ー

が は さみ を使 っ て い る際に 、 ピ

ア トレー
ナ

ー
が 「貸 して 」と言 い 、 ト レー

ナ
ー

が 「もう少 し待 っ て 」 と答える と、ピア トレー

ナ
ー

は ト レ ー
ナ

ー
が は さみ を使 い 終 える の を

待 っ て くれ る とい うス トーリーで あ っ た 。

　 （3）SST の 概要 ：  ソ
ーシ ャ ル ス キ ル の ビ デ

オ モ デ リン グは、 トレ ーナ ーが、A 児に 「今か

らパ ソ コ ン に映 る ビデ オ を よ く見 て くだ さい 」

と教示 して ビデ オ を観察 させ た 。 ビデ オ終了後、

トレ ーナーが 、 ビデ オ の ト レー
ナ
ーの 感情や行

動の 説明 を行 っ た 。 た とえば、貸して ス キ ル の

場 合 、 ト レ ー
ナ

ー
が 、「○○先生 は、△ △ 先 生

の 使 っ て い る 道具 を借 りたい と思 っ て い ま し

た 。 だか ら、 ○○先生は、△ △ 先生 に 『貸 して 』

と言い ま した 。 す る と 、
△ △ 先生が 、 ○○先生

に道具 を貸 して くれ ました。 ○○先生は、道具

を貸 し て もらえて 、と て も嬉 しい 気持ち にな り

ました」 と い っ た
．
説明を行 っ た。そ の 後、貸 し

て ス キル の 場合、 トレー
ナ

ー
が 、A 児 に 「物を

貸 して ほ しい 時は なん て言 っ た ら い い か な ？」

と尋ね、A 児が 「貸 して」の よ うに正解 を答 え

られ れば 、 ソ
ー

シ ャ ル ス キル の ロ ール プレ イに

移 っ た。正解を答え られ ない 場合 は 、 再度A 児

に ビデオを観察 させ て ビデ オ の 説明を行 い 、同

様 の 質問 を行 っ た 。 A 児が正解を答え られ る ま

で 、 上記 の 流れ を繰 り返 した 。   ソ
ー

シ ャ ル ス

キ ル の ロ
ー

ル プ レ イ は、A 児 が ソ ーシ ャ ル ス キ

ル を適切に 遂行で きる こ とを 目指 した 。 ソ ー
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自閉症 ス ペ ク トラ ム 1簟害 の あ る幼児 に対す る 機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ い た ソ ーシ ャ ル ス キ ル トレ
ー

ニ ン グの 効 果

随伴性   （貸してス キル ）

道具を使い たい

画
道具を貸してもらえる

随伴性   （もう少し待 っ てス キル ）

啝
rもう少 し待っ て」 相手が 待 っ て くれる

1；
．’

Fig．2 　ビデ オ の ス トーリー

シ ャ ル ス キ ル の ロ ール プ レ イで は、A 児が ピァ

ト レ ー
ナ

ー
に対 して ソ

ーシ ャ ル ス キ ル を遂行

し、 ト レ
ー

ナ
ー

が A 児 の ソ
ーシ ャ ル ス キ ル の 遂

行 に対 して社会的強化子 や プ ロ ン プ トを与え

た ． A 児が、ソ ーシ ャ ル ス キル を適切 に遂行で

きれ ば、T．作活動で の ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 行動

リハ
ー

サ ル お よび フ ィ
ー

ドバ ッ クに移 っ た 。  

工作活動で の ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 行動 リハ ーサ

ル お よび フ ィ
ー

ドバ ッ ク は、A 児 と ピ ア ト レ
ー

ナーが工 作活動 を行 う場面 を設定 して 行っ た。

T ．作活動 は、 トレ ー
ナ

ーが A 児 とピ ア トレ ー

ナ
ー

に工 作手順 に関する指示 を行 い 、A 児 とピ

ア トレー
ナ

ーが 、 はや みや の り等の 道具 を貸 し

借 りしなが ら工 作を行っ た 。 道具 は 、貸し借 り

す る機 会 を多 くす る た め に 2 人 に 1 つ 用 意 し

た。 トレ ー
ナ
ーの 手続 きは、A 児が ソ

ーシ ャ ル

ス キ ル を遂 行す べ き場面 で ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を

自発 した 場合 、 社会的強化子 を与えた 。 5秒間

待っ て も、A 児が ソ ーシ ャ ル ス キル を自発 しな

い 場合は 、 ト レ ーナーが 「なんて言うの か な ？」

等の 言語 プ ロ ン プ トを与 え、A 児が ソ
ー

シ ャ ル

ス キ ル を遂行すれば社会的強化子 を与 えた 。 言

語プ ロ ン プ トを与えて もA 児が ソーシ ャ ル ス キ

ル を遂行 しない 場 合は 、 トレー
ナ
ーが「「貸 して 』

と言 えば い い よ」等の モ デ ル プ ロ ン プ トを与え、

A 児が ソ
ーシ ャ ル ス キ ル を遂行すれば社会的強

化子を与え た。 なお、A 児が 、「貸 して」 と言

わず に道 具を力ず くで 奪お うと した場合 は、 ト

レ ー
ナ

ー
は A 児 を制止 して 「なん て 言 うの か

な ？」等の 言語 プ ロ ン プ トを 与え た 。 言語プ ロ

ン プ トを与 えて も、 A 児が貸 して ス キ ル を遂 行

しなけ れ ば、モ デ ル プ ロ ン プ トを与え、貸 して

ス キ ル を遂行させ る ように した。  日常生活で

の ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 自発的な遂行 の 奨励 は、

ト レー
ナ
ーが A 児に 「今 日、先生 に教 えて もらっ

た こ と をお家で や っ て み て ね」等と教示 し、日

常生 活で の ス キ ル の 自発的な遂行を奨励した。

　 また、本研究で は、実験 デ ザ イン に 行動 間マ

ル チ ベ ース ラ イン デ ザ イン を用 い た 。 ＃2で は

貸 して ス キ ル を対象とした SST を行 い 、＃3以降

は貸 して ス キ ル と もう少 し待っ て ス キ ル を対象

と した SST を行 っ た。

　 8．評価方法

　 （1）行動観察 ：行動観察は 、Baseline 、
　SST 期、

3カ 月後の Follow　up にお い て 、 工作活動場面 を

対象 とした 。 標的行動は、Basclineと Follow 　up
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で は各ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 自発に よる遂行率 と

し、 SST期で は各ソ
ー

シ ャ ル ス キル の 自発 と言

語 プ ロ ン プ ト、モ デ ル プ ロ ン プ トに よる遂行率

と した 。 各 ソーシ ャ ル ス キ ル の 遂行率を算出す

る た め に対象と な っ た 試行 は 、 工 作活動 開始か

ら、各 ソ ーシ ャ ル ス キ ル を遂行すべ き場面にお

ける、最初の 5 試行 を対象 とした。 ト レ ーナー

の 手続 きと して 、Baselineと Follow　up で は 、 ト

レーナーは各ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 遂 行に対 し、

A 児に社会的強化子 や プ ロ ン プ トを与えなか っ

た 。 SST 期の トレー
ナ

ー
の 手続 きは、7．　SST の

（3）SST の 概要 で 先 述 した工 作 活 動で の ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 行動リ ハ ーサ ル お よ び フ ィ
ー

ド

バ ッ ク にお ける手続 きと同様 で あ っ た。デ
ー

タ

の 記録 は 、 毎セ ッ シ ョ ン 、 トレ
ー

ナ
ー

が A 児の

各ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 遂行状 況 を記 録 した 。

デ ータ の 信頼性は、毎セ ッ シ ョ ン
、

ピ ァ トレー

ナ ーに A 児の 各ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 遂行状況 を

記録 して もら い 、 セ ッ シ ョ ン 終了 時に トレ ー

ナーの 記録 と照 らし合わせ た 。 そ の 結果、各ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 遂行状 況 にお い て、一
致率 は

100％で あ り、高い 信頼性が確 認された 。

　 （2）社会的妥当性 ：＃7終了 時 に 、 保護 者 に

対し て社 会的妥当性 に関する ア ン ケ
ー

トを行 っ

た 。 ア ンケ ー ト項 目は、「A 児に と っ て 、物 の

貸 し借 りス キ ル を対象 とした SST は必 要で あ っ

た と思 い ますか ？」（標的行動の妥当性）と 、 「A

児に と っ て、ビ デオ モ デ リ ン グを用 い た SST は

適 し て い た と思 い ます か ？」 （訓練 方法 の 妥当

性）、「A 児の 物の 貸 し借 りス キル に関 して 、本

相談施設で 実施 した SST は効果が あ っ た と思い

ます か ？」 （訓練効果の 妥当性）で あ っ た 。 回

答 は、5 件 法 （非常 に思 う ：5 ， 少 し思 う：4 ，

ど ち ら と も言 え な い ：3 ， あ ま り思 わ な い ：2 ，

全 く思 わ な い ： 1） で 求 め た 。 また、日常生活

で の A 児の 物の 貸 し借 り場面 における ソ
ー

シ ャ

ル ス キル の 遂行状況 と、同年代の 子ど もとの ト

ラブ ル状況 につ い て も、 トレ ーナーが聞 き取 り

を行 っ た 。

　 （3）保護者に よ るホ
ーム ワ

ー
ク の 実施状 況 ：

＃2 か ら ＃6終 了 時 に毎回 、 ト レ ーナ ーが 保護者

に対 して ホーム ワ ーク の 実施状況に関する聞 き

取 りを行っ た 。 聞 き取 りの 項 目は 、「日常生 活

で A 児が SST で学ん だソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を遂行

で きた際や で きなか っ た 際に 、 教 えた り褒めた

りして い ますか ？」で あ っ た 。

　（4）Follow　up 期 間の保護者に よる支援行動 ：

＃7終了 時に 、保 護者に対 して 、＃6終了時 か ら

Follow 　up まで の 3カ 月間にお ける保護者の 支

援行動に 関する ア ン ケ
ー

トを行 っ た 。 ア ンケー

ト項 目は 、 「前 回の SST か ら 3 ヶ 月間、 日常生

活で A 児が SST で学ん だソ
ー

シ ャ ル ス キ ル を遂

行で きた際やで きなか っ た際 に 、 教 えた り褒め

た りし ましたか ？」 で あ っ た。 回答は 、 5件法

（非常に あ る ： 5 ，
よ くある ：4 ，

と きど きあ る ：

3，少 しある ：2 ， 全 くな い ：1）で 求めた 。 また、

保護 者が 具体的に ど の よ うな対 応 を行 っ た か、

自由記述 で 求めた 。

皿 ．結果

　 1．物の貸 し借 リス キル

　 Fig．3に A 児 の 各 ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 遂行率

の 推移 を示 した 。 Baselineで は、各ソ ーシ ャ ル

ス キ ル の 自発 に よ る 遂 行率 が 0％ で あ っ た 。

SST 期で は 、 貸 して ス キル の 自発に よる遂行率

が 、 SST 開始直後の ＃2で 100％ に達 し、そ の 後

も80〜100％ の 遂行率 を保 っ て い た 。 もう少 し

待 っ て ス キル は 、 ＃3で 自発に よる遂行率が 0％ 、

言語 プ ロ ン プ トに よ る遂行率が 80％、 モ デ ル

プ ロ ン プ トに よる 遂行率が 20％で あ っ た 。 ＃4

で は、自発に よ る遂行率が 20％ 、言語 プ ロ ン

プ トに よ る遂行率が 40％、モ デ ル プ ロ ン プ ト

に よ る 遂行 率が 40％ で あ り、 自発 に よる遂 行

率が増加 した 。 ＃5 〜6で は、自発 に よる遂行率

が 100％ に 達 した 。 3 カ月後 の Follow　up で は 、

各 ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 自発 に よ る 遂行 率 が

100％で あ り、維持が確認され た。

　 2．社会的妥当性

　保護者 へ の 社 会的妥当性 に関するア ン ケ
ー ト

は、すべ て の ア ン ケ
ー

ト項目で、5 （非常に思 う）

と回答 され た 。
こ の 結果か ら 、 物の 貸 し借 りス

キ ル に関する標的行動 と、ビ デ オ モ デ リ ン グ を
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Fig．3 各ソ
ー

シ ャ ル ス キル の遂行率の推移

用 い た SST に 関する訓練方法、各 ソ
ーシ ャ ル ス

キ ル の 改善に 関する 訓練効果の 妥当性 を、保護

者が 高 く評価 して い る こ とが確認 された 。

　日常生活で の A 児 の 物の 貸し借 りス キル の 遂

行状況 に関 して 、 A 児 は 、 保護者と遊んで い る

際や 10歳 上 の 姉 と遊ん で い る 際に 、 「貸 して 」

と自発 す る回数が増 えた と報告された 。 また、

家庭にお い て 、 父親が読ん で い る新 聞紙 を母親

か ら 「貸して」 と言 われ て 「え
一、まだ読ん で

い る よ」と言 っ た際 に 、 A 児 は父親に対 して 「そ

うい うときは 『もう少 し待 っ て 』と言うとい い

よ」 と教 えた とい うエ ピソ ー ドも報告 された 。

さら に 、公園や シ ョ ッ ピ ン グモ ール の 自由遊び

エ リア で 、A 児が 同年代 の 子 ど もと適切 に物を

貸し借 りしなが ら 、 まま ご と等の 遊び を行 うこ

とが で きる ようにな っ て きた と報告され た 。 物

の 貸し借 り場面 における同年代 の 子 どもとの ト

ラブ ル 状況に関 し て は 、 ＃7の 時点で 、お もちゃ

や道具を奪 う行動や 、「ダメ 、 ダ メ、 ダメ」 と

執拗 に声を荒げる行動がみ られな くなっ た と報

告された ．

　 3．保護者に よるホ ーム ワークの実施状況

　 聞 き取 りの 結果、保護者は、週 に 4 − 5 回の

頻度 で、 日常 生 活で A 児が SST で 学 ん だソ ー

シ ャ ル ス キ ル を遂行で きた 際や で きなか っ た際

に、社会的強化子や プ ロ ン プ トを与えて い たこ

とが確認され た 。

　4．FollQw　up 期間の 保護者に よ る支援行動

　Follow 　up 期 間 の 保 護者 に よ る支援行動 に つ

い て の ア ンケー トは、4 （よ くある） と回答さ

れ た 。 自由記述で は、「SST で 習 っ た ソ
ーシ ャ

ル ス キルが で きた時 は、 おお げさな くらい 褒 め

る よ うに して い ます」 と回答 された 。 こ れ らの

結果か ら、保護者が、Follow 　up 期間にお い て も、

日常生活で の A 児の SST で 学ん だ ソ
ー

シ ャ ル ス

キル 遂行 に対 し、社会 的強化子や プ ロ ン プ トを

与 え続けて い たこ とが確認 され た 。

N ．考察

　本研究で は、ASD の ある A 児 を対象に、機能

的 ア セ ス メ ン トを実施 した結果 、 行動 問題の 機

能 と等価 なソ ーシ ャ ル ス キ ル として 、 貸 して ス

キ ル ともう少 し待 っ て ス キ ル を選定 した 。 それ

ら の ソ
ーシ ャ ル ス キル が 、 SST の 標的行動 とし

て 、ビデ オ モ デ リ ン グを用 い た SST に よ っ て訓

練 され た。SST の 結果、行動観察 に おい て 、
　 A
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児の 貸 して ス キ ル と もう少 し待 っ て ス キ ル の 自

発 に よる遂行率の 増加 と 、 3カ 月後の Follow　up

で の 維持がみ られた 。 また、保護者に よ る社会

的妥 当性の 評定に お い て、標 的行動 と訓練方法、

訓練効果 に 対す る高 い 社会的妥当性が 確認 さ

れ、 日常生活で の ソ ーシ ャ ル ス キ ル 遂行の 増加

や 同年代の 子 どもと の トラブ ル の 減少に 関する

エ ピ ソ ー ドも報告された 。 以上 の こ とか ら、本

研究で は、機能的ア セ ス メ ン トに基づ い た SST

が、A 児の ソ ーシ ャ ル ス キル の 獲得と維持 に有

効であ っ た と明 らか にされ た 。
こ の 結果は 、 機

能的ア セ ス メ ン トが SST にお い て 応用可能で あ

る こ とを指 摘 して い る先行研 究 （Gresham ，
　et

a1．，2001；野呂 ，
2006） を支持する もの で あ っ た 。

　 本研 究 で 実 施 し た SST の 中で 、
　 A 児 の ソ

ー

シ ャ ル ス キ ル の 獲得に有効で あ っ た訓練手続 き

と し て 、ビデ オモ デ リ ン グが挙 げ られ る 。 A 児

は 、 発達検査や機能的ア セ ス メ ン トの 結果 よ り、

言語指示 だけで は指示の 理解や従事 に困難さ を

示 して い た 。 その ため 、 本研 究で は、ソ ーシ ャ

ル ス キ ル をビデ オ観察に よ っ て モ デ リン グを促

すビ デ オ モ デ リ ン グ を用 い た 。 実際に 、 ビデオ

モ デ リン グ をSST で 実施 した際 、
　 A 児は、 ビ デ

オにす ぐに興 味を持ち、注意 を継続的に 向ける

こ とが で きて お り、ビデ オの 内容 も 1 〜 2 回観

察すれ ば 理 解 で きた 。 また、 藤 金 （1999）は 、

ビデ オ モ デ リ ン グ に 、 対象児の 好む 動物やキャ

ラ ク タ
ー

を演者 と して 登場させ る こ と で 、 モ デ

リン グの 効果 が促進 さ れ る こ と を指摘 して い

る 。 本研究の ビデ オ は 、 トレーナーとピア トレ
ー

ナ
ー

が 、演者 と して 登場 して い た 。 A 児は、家

庭で保 護者 に 「トレー
ナ

ー
や ピア トレーナーと

遊 べ る 日は い つ ？早 く遊び た い 」 と尋 ねる こ と

が 多々 あ っ た と保護者か ら報告され て お り、 ト

レー
ナ

ーとピ ア トレ
ー

ナーに対 して好意的な印

象を持 っ て い た と考 えられる 。 よ っ て 、A 児の

好む演者が登 場す る ビ デ オ を用 い た こ と も、 A

児の ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 獲得を促進した と考 え

る 。

　また、半田 ・清水 （2012）やMachalicek ，0
’Reilly

，

Beretvas
，　Sigafoos，　Lancioni，　Sorrells，　Lang，　and

Rispoli（2008）は、　 ssT 場面以外の 場面 にお い

て ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 遂行 へ の 強化随伴性 を整

備する こ とが、ソ ーシ ャ ル ス キ ル の 獲得 と維持

を促進す る と指摘 して い る 。 本研究で は、保護

者へ の ホ
ーム ワ

ー
ク を通 して 、 保護者が 、 目常

生 活で の A 児の ソ ーシ ャ ル ス キル 遂行に対 して

社会的強化子や プ ロ ン プ トを与 える手続 きを実

施した 。 ア ン ケー トの 結果か ら 、 保護者は 、ホ ー

ム ワ
ー

ク を定期的に実施 し て い た こ とが確認 さ

れた 。 こ れ らの こ とか ら、 本研究で は、保護者

へ の ホ
ー

ム ワークによ っ て、日常生活で の A 児

の ソ ーシ ャ ル ス キル 遂行に対し、保 護者に よる

強化随伴性を整備で きた と考 え られ る 、 また、

保 護 者へ の ホ
ー

ム ワ
ー

ク を実施 し て い な い

Follow　up 期 間に お い て も、保護者は、自発的

に 日常生活で の A 児の ソ
ー

シ ャ ル ス キル 遂行 に

対 して 社会的強化子や プ ロ ン プ トを与 え続 けて

い た 。
つ ま り、A 児は、　 Follow　up 期間におい て

も、 保護者に よる強化随伴性に さらされ て い た

と考 え られ る。以 上 の こ とか ら、本研 究で は、

日常生活で の A 児の ソ
ー

シ ャ ル ス キル遂行へ の

保護者 に よ る 強化随伴性 が、A 児の ソ ーシ ャ ル

ス キル の 獲得と維持に寄与 した と考 える 。

　最後に 、本研究 の 課題 に つ い て 述べ たい 。 第

1 に、本研 究は、訓練場面で の ソ ーシ ャ ル ス キ

ル の 獲得 の み を評価 して お り、 日常 生活 で の

ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 増加 と行動問題の 減少 を評

価で きて い ない 点が挙げ られ る 。 A 児の 社会的

適応 を考 える 際 に は 、訓練場面で の 訓練効果 だ

けで な く、 日常生活 へ の 訓練効果の 般化 を確認

する こ とが 必要であ る と考える 。 保護者か らの

エ ピソ
ー ドと して は、日常生 活で の ソ ーシ ャ ル

ス キ ル の 獲得や 同年代の 子 どもとの トラ ブ ル の

減少が報告 されたが 、 今後 はデ
ー

タ と して示す

必 要が ある だ ろ う。 第 2 に、本研 究は 、 SST を

実施する 際に複 数 の 訓練手続 きを用 い た た め 、

独立変数を特定する こ とが で きな い 点が挙 げら

れる 。 本研究で は、ビ デ オ モ デ リン グや 、 工 作

活動で の ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル の 行動 リハ ーサル お

よびフ ィ
ー ドバ ッ ク 、 保 護暑へ の ホ

ーム ワ
ー

ク

を並行 して 実施 した 。 その ため、本研 究で は、
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自閉症ス ペ ク トラ ム障害の あ る幼児 に対す る機能的 ア セ ス メ ン トに基づ い た ソーシ ャ ル ス キル トレーニ ン グの 効果

訓練 効果 が 1 つ の 訓練手続 きに よ る もの な の

か 、ある い は訓練手続 きの 組 み合わせ による も

の か判断する こ とがで きない 。 今後は、それぞ

れの 訓練手続 きを単独で 実施す る フ ェ イズ を設

定 し、 独立変数 を特定する必要がある と考える 。
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Effects of  Social Ski11s Ihraining Based  on  Functional BehaviorAssessment

        for a  Preschool Child with  Autism Spectrum Disorder

Ken  HANDAi,  Michiru  HIRASHIMA"  and  Fumiyuki  NORO"'

 In this study,  social  skills training based on  functional behavior assessment  was  given to a preschool

child with  autism  spectrum  disorde; and  the effects  of  social  skills  training were  evaluated.  The  target

social skills were  selected  from skills ofhanding  or  receiving  crafting  tools by employing  functional

behavior assessment.  social  skMs  training was  conducted  four or  five times  depending on  the target

social  skitls.  social  skills  training included (a) coaching  the target social skills though video  modeling,

and  (b) practicing the target social skilLs in crafting  activity,  (c) the homework  program fbr the

guardian. The effects  of  social  skills  training were  measured  by behavioral observation  during crafting

activity  and  social  validity  by the guardian assessment.  The result indicated the participant increased

the target social  skills  in social  skills training, and  its effects  were  maintainecl  even  after  three months.

Moreover, similar  effects  were  observed  in sociar  validity  by the guardian assessment.

Keywords: social  skills  training, functional behavior assessment,  autism  spectrurn  disorder, video

        modeling
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